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 Challengers Division – LEVEL 1  

Shapes are Everywhere! (46 words) 

 

Shapes are everywhere! 

Up, down, here and there! 

 

The sun is a circle, 

The room is a square! 

 

Play music on a triangle, 

Look up at the stars! 

 

A trump card is a rectangle, 

Look! There’s a diamond! 

 

Shapes are here to share, 

Shapes are everywhere! 
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どこにでもある形
かたち

！（レベル１- 46 語） 

 

形はどこにでもあるよ。 

上
うえ

、下
した

、あちこちに! 

太陽
たいよう

は円
えん

、部屋
へ や

は四角
し か く

！ 

トライアングルを鳴
な

らそう、星
ほし

を見上
み あ

げよう! 

トランプは長方形
ちょうほうけい

。見
み

て！ダイヤモンドがあるよ！ 

形はほら、みんなのもの、どこにでもあるね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 



 

 

 Challengers Division – LEVEL 2  

The Bored Caterpillar (74 words) 

 

 A caterpillar in the garden said, “I’m so bored. I only walk around all day 

and eat.” 

 

 She saw a butterfly. It was flying. “It’s so happy! I want to do that, too,” 

said the caterpillar. 

 

 It was spring. The caterpillar became very tired, so she slept for a long 

time. 

 

 When she woke up, she said, “I have wings with beautiful colors!” 

 

 The caterpillar became a butterfly. She was now a happy butterfly. 
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退屈
たいくつ

な毛虫
け む し

（レベル２- 74 語） 

  

庭
にわ

の毛虫は言
い

いました。「1日中歩
にちじゅうある

き回
まわ

って食
た

べるだけで、とっても退屈。」 

毛虫は 蝶
ちょう

が飛
と

んでいるのを見
み

かけました。「楽
たの

しそう！ 私
わたし

も飛んでみた

い。」と、毛虫は言いました。 

春
はる

になりました。とても疲
つか

れた毛虫は、長
なが

い 間
あいだ

眠
ねむ

りました。 

目
め

を覚
さ

ますと、「きれいな色
いろ

の羽
はね

が付
つ

いている！」毛虫が言いました。 

毛虫は蝶になりました。 幸
しあわ

せな蝶になったのです。 
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 Challengers Division – LEVEL 3  

The Crow and the Pitcher (111 words) 

 

 On a very hot day, a flying crow was very thirsty. “It’s so hot. I want to 

drink some cold water,” she thought. 

 

 She found a small pitcher on a bench and said, “There might be some water 

in there.” She looked inside but couldn’t reach it. 

 

 “How can I drink the water?” she thought. Then she saw some small stones 

on the ground and she got an idea. 

 

 She said, “I’ll drop some stones into the pitcher!” 

  

 After dropping some stones, the water level rose to the top! Now she could 

easily drink the water! She was very happy. 

 

 “I am a clever bird,” she thought and flew away smiling. 
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カラスと水差
み ず さ

し（レベル 3 - 111 語） 

 

とても暑
あつ

い日
ひ

、空飛
そ ら と

ぶカラスはとてものどが渇
かわ

いていました。「とても

暑いな。冷
つめ

たい水が飲
の

みたいな」と思
おも

いました。 

カラスはベンチの上に小さな水差しを見つけて言いました、「あの中に

水があるかもしれない 。」カラスは中をのぞきましたが、水には届
とど

きませ

ん。 

「どうしたら水が飲めるだろう？」と、カラスは 考
かんが

えました。そのと

き、地面
じ め ん

に小さな石が落
お

ちているのを見つけて、カラスは思いつきました。 

「水差しに石を落
お

としてみよう！」と、カラスは言いました。 

   何個
な ん こ

か石を落とすと、水は上まで上
あ

がりました。カラスはやっと

簡単
かんたん

に水を飲むことができました。カラスはとても嬉
うれ

しそうでした。 

「 私
わたし

ってお利口
り こ う

な鳥
とり

ね」と思い、笑顔
え が お

で飛び去
さ

っていきました。 
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 Challengers Division – LEVEL 4  

The Straw and the Millionaire (170 words) 

 

 One night, a poor young man had a dream. God told him, "When you go 

out tomorrow,  take the first thing that you touch." 

 

 The next day, he went out but fell down. His hand landed on a straw on 

the ground. So, he took it. 

 

 In town, he saw the Queen and her prince. The prince was crying because 

he wanted a bee. 

 

 The young man caught a bee, tied it to his straw, and gave it to the prince. 

The Queen gave him three oranges as a reward. 

 

 Later, he met a very thirsty man with some horses. The young man gave 

him all three oranges. The thirsty man gave him a horse. 

 

 Next, the young man rode to a large house. The master said, "I’m moving 

my family to another town, and I need a horse. Can I have your horse for this 

house?" 

 

 The young man agreed and lived as the master of the house. Soon, he 

started many businesses, and finally he became a millionaire. 
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わらしべ長者
ちょうじゃ

（レベル４ – 170 語） 

 

ある晩
ばん

、貧
まず

しい若者
わかもの

は夢
ゆめ

を見ました。神様
かみさま

は「明日出かけたら、最初
さいしょ

に

触
さわ

ったものを手に取りなさい。」と、言いました。 

翌日
よくじつ

若者は出かけましたが、転
ころ

んでしまいました。その時、地面
じ め ん

に落ち

ていた藁
わら

に手が当たりました。そこで、若者は藁を手に取りました。 

街中
まちなか

で若者は、女王と王子を見かけました。王子はハチが欲
ほ

しくて泣い

ていました。 

若者はハチを捕
つか

まえ、藁に結ぶと、王子に渡しました。その褒美
ほ う び

に女王

はオレンジを３つくれました。 

その後、若者は、何頭かの馬を連れた喉
のど

がとても渇
かわ

いている人に会いま

した。若者は 3 つのオレンジ全部をその人にあげました。喉が渇いてい

た人は若者に馬を 1 頭あげました。 

次に、若者は馬に乗って大きな家に行きました。家の主人
しゅじん

は「家族と別

の町に引っ越すので、馬が必要です。この家の代わりにあなたの馬をもら

えませんか。」と言いました。 

若者はその申し出に応
こた

えて、家の 主
あるじ

として暮らしました。やがて、若

者は多くの商売を始
はじ

め、ついには億万
おくまん

長者になりました。 
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 Masters Division – LEVEL 1  

Let’s Play All Week (105 words) 

 

Oh! What day is it today? 

Of course, it’s a great day to play! 

 

Sunday is a family day! 

Let’s go out with our families and play! 

 

Monday is a school day! 

Let’s study at school and play! 

 

Tuesday is a busy day! 

Let’s finish our homework and play! 

 

Wednesday is a fun day! 

Let’s dance and play! 

 

Thursday is a hot day! 

Let’s cool down and play! 

 

Friday is an exciting day! 

Let’s have fun and play! 

 

Saturday is a sunny day! 

Let’s meet our friends and play! 

 

So now it’s time to rest and… 

Let’s get ready for a new week to play! 
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１週間
しゅうかん

ずっと遊
あそ

ぼう（レベル 1 – 105 語） 

 

さあ！今日
き ょ う

は何曜日
な ん よ う び

？ 

もちろん、遊
あそ

ぶのに絶好
ぜっこう

の日
ひ

だよ！ 

日曜日
に ち よ う び

は家族
か ぞ く

の日！ 

家族で出
で

かけて遊ぼう！ 

月曜日
げ つ よ う び

は学校
がっこう

の日！ 

学校で勉 強
べんきょう

して遊ぼう！ 

火曜日
か よ う び

は大 忙
おおいそが

し！ 

宿 題
しゅくだい

を終
お

わらせて遊ぼう！ 

水曜
すいよう

は楽
たの

しい日！ 

踊
おど

って遊ぼう！ 

木曜日
も く よ う び

は暑
あつ

い日！ 

涼
すず

んで遊ぼう！ 

金曜日
き ん よ う び

はワクワクする日！ 

楽しく遊ぼう！ 

土曜日
ど よ う び

は晴
は

れの日！ 

友
とも

だちに会
あ

って遊ぼう！ 

さぁ、今
いま

は休
やす

む時間
じ か ん

・・・ 

新
あたら

しい 1 週間、遊ぶ準備
じゅんび

をしよう！ 
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 Masters Division – LEVEL 2  

Why Are Carrots Red? (160 words) 

  

 One day, a Japanese radish, a carrot, a pumpkin and a cucumber were 

going to take a bath at a local village. 

  

 The bath was too small for everyone. The radish asked, “Who wants to 

take a bath first?” 

 

 The carrot said, “I will take a bath first!” and jumped right in. She cried 

out, “It’s so hot!” and quickly turned red in the hot water. 

  

 “Who is next? The pumpkin or the cucumber?” asked the radish. 

 

 The pumpkin and the cucumber were brothers. So, they took their bath 

together. The pumpkin was fat and pushed the cucumber against the side. “Help!” 

cried the cucumber and it became slender. 

 

 The radish took her bath last. “I want to take a bath for a long time,” she 

said. She washed herself very well until she became white. 

  

 So, now we know. The carrot is red, the pumpkin is big and round, the 

cucumber is slender and the Japanese radish is white. 
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ニンジンはなぜ赤
あか

い？（レベル 2 – 160 語） 

 

ある日、大根
だいこん

・にんじん・かぼちゃ・きゅうりが、村
むら

のお風呂
ふ ろ

に入
はい

ること

になりました。 

だけどお風呂は小
ちい

さすぎて、みんなは入れません。大根が聞
き

きました。「誰
だれ

が最初
さいしょ

にお風呂に入りたい？」 

ニンジンは「 私
わたし

が最初に入る！」と言うと、すぐに飛
と

び込
こ

みました。ニ

ンジンは「熱
あつ

い！」と叫
さけ

ぶと、あっという間
ま

にお湯
ゆ

の中で真
ま

っ赤
か

になりま

した。 

「次
つぎ

は誰が入る？カボチャ、キュウリ？」と大根が尋
たず

ねました。 

カボチャとキュウリは兄 弟
きょうだい

だったので、二人は一緒
いっしょ

にお風呂に入りまし

た。カボチャは太
ふと

っていたので、キュウリを横
よこ

に押
お

しやりました。「助
たす

け

て！」と、キュウリは叫
さけ

ぶと、ほっそりしてしまいました。 

大根が最後
さ い ご

にお風呂に入りました。大根は「ゆっくりお風呂に入りたい！」

と言うと、 体
からだ

が白
しろ

くなるまでよく洗
あら

いました。 

さぁ、これでわかりましたね。ニンジンは赤く、カボチャは大
おお

きくて丸
まる

く、

キュウリはほっそりして、ダイコンは白いのはこんなわけです。 
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 Masters Division – LEVEL 3  

The Age of Dinosaurs (188 words) 

 

 A long time ago, before there were any people, the dinosaur was the king 

of the world.  

 

 Dinosaurs came in many shapes and sizes. Some, like the brachiosaurus*, 

were more than 30 meters long and 15 meters tall. But one dinosaur, the 

compsognathus*, was the same size as a chicken! Most baby dinosaurs came from 

eggs, so they could not fly or live in water. 

 

 There were different types of dinosaurs, too. Some could walk on two legs 

and others used four legs. The velociraptor* was very fast but the ankylosaurus* 

was slow. Some had horns or spikes! Others had thick skin or had feathers, like a 

chicken! 

 

 They lived from about 230 million years to 65 million years ago. What 

happened to them? There are many reasons. Scientists say that something big 

crashed on the Earth and changed the weather for a long time. The dinosaurs could 

not live in the new weather situation and all died. 

 

 But they say that birds come from dinosaurs. So next time you see a bird 

flying near you, just imagine their very big family members from a long time ago! 

 

* brachiosaurus – ブラキオサウルス 

* compsognathus – コンプソグナトゥス 

* velociraptor – ヴェロキラプトル 

* ankylosaurus – アンキロサウルス 
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恐
きょう

竜
りゅう

時
じ

代
だい

（レベル 3 – 188 語） 

 

人類
じんるい

が存在
そんざい

しないはるか 昔
むかし

、恐竜は世界
せ か い

の王様
おうさま

でした。 

恐竜にはいろいろな形や大きさがありました。ブラキオサウルスのよ

うに、体 長
たいちょう

30 メートル以上、高さ 15 メートルもある恐竜もいました。

あるコンプソグナトゥスという恐竜は、ニワトリと同
おな

じ大
おお

きさでした。ほ

とんどの恐竜の赤ちゃんは 卵
たまご

から生
う

まれるため、空
そら

を飛
と

んだり、水
みず

の中
なか

で生活
せいかつ

したりすることはできませんでした。 

恐竜にもいろいろな種類
しゅるい

がありました。2本足
ほんあし

で歩
ある

けるものもいれば、

4 本足で歩くものもいました。ヴェロキラプトルは動
うご

くのが速
はや

く、アンキ

ロサウルスは動きが遅
おそ

かったです。角
つの

や鉤爪
かぎつめ

を持
も

っている恐竜や、厚
あつ

い

皮膚
ひ ふ

やニワトリのように羽毛
う も う

を持っている恐竜もいました。 

恐竜は約
やく

2億
おく

3千万年前
せんまんねんまえ

から 6 千 5 百万年前まで生
い

きていました。恐竜

にいったい何が起
お

きたのでしょう？理由
り ゆ う

はたくさんあります。科学者
か が く し ゃ

た

ちは、何か大きなものが地球
ちきゅう

に衝 突
しょうとつ

して、長
なが

い 間
あいだ

、天候
てんこう

が変化
へ ん か

したと言

います。恐竜は 新
あたら

しい気 象 状 況
きしょうじょうきょう

の中で生きることができず、全
すべ

て死
し

ん

でしまったのです。 

しかし、鳥
とり

は恐竜から生まれたと言われています。今度
こ ん ど

、近
ちか

くで鳥が飛

んでいるのを見
み

たら、大 昔
おおむかし

のとても大きな種族
しゅぞく

のことを思
おも

い浮
う

かべてみ

てください。 
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 Masters Division – LEVEL 4  

The Last to the Finish (255 words) 

 

 One day there was a great but dying king. He had twin sons, Jerico and 

Samuel. Each brother had his own beautiful white horse. Which brother would 

become the next king? 

 

 The king had a message for them. Barton, the king’s advisor read it to the 

brothers, “The kingdom will be for the man whose horse loses the great race.” 

 

 “Let’s race tomorrow!” said Jerico. “We’ll go from the forest to the castle!” 

said Samuel. Barton said, “Remember that your horse must lose the race and then 

you will become king.” 

 

 Early  next morning, both brothers and horses were ready. “On your mark, 

get set, go!” yelled Barton. The two started racing at full speed. However, they 

slowed down because they didn’t want to win the race. 

 

 Finally, Samuel asked, “If we continue to go slow until we stop, nobody 

will win or lose the race.”  

 

 “How can we decide the loser of the race?” asked Jerico. 

 

  Barton arrived and said, “Young men, I’ll tell you my idea.” 

 

 After listening to Barton’s idea, both sons jumped on the horses and raced 

towards the castle as fast as they could! Jerico and Samuel were trying their best 

to win the race! 

  

 What did Barton say to the two brothers? Why did they race so quickly to 

the castle? 

 

 Barton told them, “Get on your brother’s horse and make that horse win 

the great race! If that horse wins, the horse’s owner will not become king. The 

owner of the losing horse will become the new king!” 
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負
ま

けたもの勝
が

ち（レベル 4 – 255 語） 

昔
むかし

、死
し

に際
ぎわ

にいる偉大
い だ い

な王様がいました。その王様にはジェリコとサ

ミュエルという双子
ふ た ご

の息子
む す こ

がおり、兄 弟
きょうだい

はそれぞれ 美
うつく

しい白馬
は く ば

を飼
か

っ

ていました。どちらの兄弟が次の王様になるのでしょうか。 

王様には二人への伝言
でんごん

がありました。王様の補佐人
ほ さ に ん

であるバートンは、

兄弟にそのことを伝
つた

えました。「王国
おうこく

は、偉大
い だ い

なレースに負けた馬の飼い

主
ぬし

が王となるものとする。」 

ジェリコが「明日レースをしよう！」と言うと、サミュエルは「森から

城
しろ

まで行こう！」と言いました。バートンは「自分の馬がレースに負けな

いといけないことを忘
わす

れないでください。そうすれば、あなたは王になれ

るのです。」と、二人に言いました。 

翌朝早く、兄弟は馬の準備
じゅんび

を 整
ととの

えました。「位置
い ち

について、用意
よ う い

ドン！」

バートンが叫
さけ

びました。二人は全速力
ぜんそくりょく

でレースを開始
か い し

したものの、二人

共レースに勝
か

ちたくないので、速度
そ く ど

を落としました。 

とうとうサミュエルは、「このままゆっくり走り続
つづ

けて止まったら、誰
だれ

 

もレースには勝てないし、負けることもない。」と言いました。 

ジェリコは、「どうやってレースの敗者
はいしゃ

を決
き

めるのだい？」と尋
たず

ねました。 

バートンがやってきて、「若者
わかもの

たちよ、私の考えを話そう 」と言いまし

た。 

バートンの考えを聞いた後、二人の息子たちは、馬に飛び乗り、城に向

かって全速力で走り出しました。 ジェリコとサミュエルは、レースに勝
か

つために全 力
ぜんりょく

を尽
つ

くしました。 

バートンは二人の兄弟に何と言ったのでしょう？なぜ二人はあんなに

速く城まで走ったのでしょう？バートンは二人にこう言ったのです。 

「お互
たが

いの馬に乗って、その馬をレースに勝たせるのです！その馬が勝

てば、その馬主
ば ぬ し

は王になれません。負けた馬の馬主が新しい王様になるの

です！ 」 
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